










































                                                   
















































（キャリアガイダンス）の実施について（審議経過概要）」（2009 年 12 月 15 日）より引用した。 
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４ CAVT の内容については 3 節で説明する。CAVT は将来への準備（ビジョン）と将来に対する積極的






















例えば，Buscha et. al (2012)，Carr et. al. (1996)，Light(1999)，Parent(2006)は高校生の在学中
の就労経験と労働市場効果を分析している。概して，在学中の就労経験は学業に負の影響
を，労働市場アウトカムに正の影響を与えることが報告されている。同様の関心から大学


























この「キャリア入門」は，8 回の授業（1 単位）で構成されており，全 1 年生がセメスタ


















不連続設計法（Regression Discontinuity Design）の応用ということになる。 
その意味で，上述の「キャリア入門」のクラスは，教室の収容人数を考慮しながら学部，





本研究では，A 大学の「キャリア入門」の全クラスにおいて CAVT を授業の 1 回目と 8




A 大学の「キャリア入門」の授業において，全クラス 1 回目と 8 回目に CAVT の各質問
項目に答えてもらうアンケート調査を実施した。回答は，A 大学内の e-learning システム
上にあるアンケートフォームを利用し，ウェブ上で行うかたちをとった。 
実施時期は，前半クラス 1 回目が 2015 年 10 月上旬，前半クラス 8 回目および後半クラ
ス 1 回目が 2015 年 11 月下旬〜12 月上旬，後半クラス 8 回目が 2016 年 2 月上旬である。


































半クラス 1 回目と後半クラス 1 回目の CAVT の得点，すなわち，実験群と統制群の実験前








前半クラス 1 回目と後半クラス 1 回目における CAVT の得点を確認したものが表 3 であ
る。独立 2 標本に対応する Man-Whitney 検定を行った結果，ビジョン得点およびアクショ
ン得点に有意差はなく，「キャリア入門」を受講していない状態では，2 群は似通ったキャ






前半クラス 8 回目（実験群）と後半クラス 1 回目（統制群）について比較を行ったもの
が表 4 である。同時点におけるキャリア教育を受講した群と受講していない群の比較とな










の記述統計量は表 5 に示している。 
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N=387 N=311 平均の差 有意確率
Vision1 2.691 2.755 -0.063 0.478
Vision3 2.891 2.917 -0.027 0.767
Vision5 3.109 3.059 0.050 0.688
Vision7 2.881 2.850 0.031 0.858
Vision9 2.942 2.894 0.048 0.707
Vision11 3.103 3.065 0.038 0.749
Vision得点 17.617 17.540 0.077 0.992
action2 2.720 2.853 -0.132 0.085
action4 2.772 2.726 0.046 0.729
action6 3.077 3.028 0.049 0.488
action8 3.196 3.088 0.108 0.192
action10 3.180 3.230 -0.050 0.445
action12 3.238 3.225 0.013 0.771






N=387 N=311 平均の差 有意確率
Vision1 2.952 2.755 0.197 0.021
Vision3 3.000 2.917 0.083 0.392
Vision5 3.190 3.059 0.130 0.191
Vision7 3.055 2.850 0.205 0.011
Vision9 3.071 2.894 0.177 0.040
Vision11 3.212 3.065 0.148 0.067
Vision得点 18.479 17.540 0.939 0.027
action2 3.129 2.853 0.276 0.002
action4 2.955 2.726 0.229 0.013
action6 3.431 3.028 0.402 0.000
action8 3.469 3.088 0.382 0.000
action10 3.527 3.230 0.297 0.000
action12 3.531 3.225 0.306 0.000















観測数 平均 標準偏差 最小 最大
Vision得点 698 17.96 5.19 6 30
Vision1 698 2.84 1.10 1 5
Vision3 698 2.95 1.19 1 5
Vision5 698 3.12 1.18 1 5
Vision7 698 2.94 0.97 1 5
Vision9 698 2.97 1.07 1 5
Vision11 698 3.13 1.09 1 5
Action得点 698 18.99 4.29 6 30
Action2 698 2.98 1.10 1 5
Action4 698 2.83 1.15 1 5
Action6 698 3.21 0.95 1 5
Action8 698 3.26 1.14 1 5
Action10 698 3.36 0.99 1 5
Action12 698 3.36 0.93 1 5
前半クラスダミー 698 0.45 0.50 0 1
理系ダミー 698 0.70 0.46 0 1
女性ダミー 698 0.27 0.44 0 1
出所：筆者作成。
表5　記述統計量
係数 標準誤差 係数 標準誤差
前半クラス 1.381 *** 0.385 2.090 *** 0.317
理系 -3.784 *** 0.484 -1.713 *** 0.392
女性 -1.605 ** 0.496 -0.630 0.400
定数項 20.419 *** 0.468 19.428 *** 0.392
観測数 698 698
F統計量 22.45 *** 20.30 ***
調整済R2 0.087 0.069
注：***0.1％水準，**1％水準，*5％水準，+10％水準で有意










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































観測数 平均 標準偏差 最小 最大
Vision得点 1717 18.40 5.26 6 30
Vision1 1717 2.93 1.12 1 5
Vision3 1717 3.04 1.19 1 5
Vision5 1717 3.20 1.17 1 5
Vision7 1717 2.94 0.98 1 5
Vision9 1717 3.07 1.08 1 5
Vision11 1717 3.22 1.09 1 5
Action得点 1717 19.34 4.28 6 30
Action2 1717 3.05 1.13 1 5
Action4 1717 2.93 1.15 1 5
Action6 1717 3.25 0.96 1 5
Action8 1717 3.33 1.13 1 5
Action10 1717 3.41 0.98 1 5
Action12 1717 3.37 0.93 1 5
前半クラスダミー 1717 0.49 0.50 0 1
理系ダミー 1717 0.60 0.49 0 1
女性ダミー 1717 0.43 0.49 0 1
出所：筆者作成。
付表1　全サンプルの記述統計量
係数 標準誤差 係数 標準誤差
前半クラス 3.357 *** 0.318 2.670 *** 0.251
理系 -1.427 *** 0.351 -0.666 * 0.273
女性 -0.961 *** 0.275 0.226 0.216
定数項 18.003 *** 0.265 18.319 *** 0.212
観測数 1717 1717
F統計量 45.63 *** 47.41 ***
調整済R2 0.069 0.072
注：***0.1％水準，**1％水準，*5％水準，+10％水準で有意。
　　標準誤差は頑健な標準誤差。
出所：筆者作成。
付表2　キャリア教育の効果（全サンプル）
Vision得点 Action得点
全サンプル 全サンプル
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